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本論文 はわが 国近世絵画 を中心に ､ 図様の転用とい う現象の 諸相を分析し､ その意味に

つ い て 考察したも の で ある｡ おもに取り上げられ る作品は､ 豊かな風俗表現 を伴う三 つ の

有名 な作品 ､ つ まり 1 6 世紀の歴博乙本 ｢洛中洛外図犀風｣ (国立歴史民俗博物館蔵) およ

び狩野秀頼筆 ｢高雄観楓図犀風｣
I
(東京国立博物館蔵) ､ 1 8 世紀の 円山応挙筆 ｢難福図巻｣

(相国寺承天閣美術館蔵) で ある｡ その 結果､ ある作品に 見られる図様が他の 作品に継承

転用される場合 ､ さま ざまな異なる レ ベ ル の存在が明かとな っ た｡ 本論文の とくに優れた

と こ ろと して , 以下 の 三点 を挙げる こ とが できる ｡

第
一

に堅 固な理論性に よ っ て構築され て い る点で ある. 三点 の代表的作品をそれぞれ最

もふ さわ しい観点か ら分析 した論文 でありながら ､
一

つ の 有機体と してまとまり ､ 充実し

た読後感に誘われ るの は､
ひとえに しっ かり した論理性 の ゆえである｡ こ の 点で決定的役

割を果 して い るの は第
一

章で ある ｡ 論者はさま
~ざまなジャ ンル の 作品 に転用される ことの

多い 絵巻の 風俗表現に着目 し､ 言説性と形象性によ っ て絵画 をとらえる記号論 の手法を援

用する｡ そ の 上で個々 の 事物 を単位と した絵画的な記号の分類を行ない ､ 絵巻 にお ける風

俗表現の構造 を図様の 明示的意味と暗示的意味により分析する ｡ そ して言説と形象の観点

か ら ｢風俗画｣ に対 して新 しい定義づ けを行な っ て い る｡ こ の ような明快な理論に準拠 し

て
､ 第二 章以下 の考察が進 められ ､ 最後に転用元作品の時代 ､ 種類 ､ 所在か らの距離とい

う三要素に よ っ て ､
八 つ の理論的なパ タ ー ンに分類され る.

第二に豊かな独創性と新鮮な新知見に富む点で ある｡ 図横転用の 問題 をこの ように分析

すること自体､
い ままで ほとん どの研究者が思 い つ かなか っ た方法論なの だが､ 個々 の作

品に 関 し指摘され た新事実には , 目か ら鱗が落ち る思い の するもの が多い ｡ 例えば歴博乙

本で は ､ 細部 における図様の継承に焦点を当て ､ 特徴的な樹法や建築描写を取り 必ずるo

これらを元信 ､ 松栄 ､ 永徳 ､ 宗秀各工房に よ る洛中洛外図諸本 と比較検討し､ 宗秀本との

み共通する こ とを見出す｡ 歴史的考察を加 え､ 歴博 乙本が宗秀工房 で制作された可能性を

導き出す . さらに筆者や制作年代に つ い て も新たな推定が提出されるo これらはむ しろ伝

練的美術史学の研究目的とやい えるが ､ こ の 点にお い ても論者が しっ かり した訓練を経て

い る ことを物語る ｡ これ らがおのずと粉本に強く依拠 して 再生産する歴博乙本 の制作姿勢

を証明 し､ 所期の研究 目的 へ と収致 して い くの で ある｡ -

第三に撤密な実証と鋭利な分析で あるo これ によ っ て第
一

､ 第二 の点が補強され ､ 反論

の余地をほ とん ど残 さぬ重厚な論文に仕上がる結果とな っ た｡ 例えばもっ とも力こも る｢ 難

福図巻｣ の分析 では ､ 応挙および依頼主祐常門主の 下絵を詳細に検討､ 本図巻の 構想と制

作の実体を白日 の もとに さら して い る｡ 難の 巻には聖衆来迎寺の
｢ 六道絵｣ や ｢鳥獣戯画｣

など､ 福の巻に は r酒飯論｣ や r信貴山縁起絵巻｣ な どから､ 個々 の圃様のみならず構図

まで借用 がみられる とい う新たな指摘も , きわ めて強 い実証性 を伴っ て い る｡ 難の 巻を六

道絵や地獄絵 の伝統に つ なげ､
福の巻に 理想性を付加す る役割を古画の利用に求め るの も ､

鋭い分析 の結果で ある｡ とく に刑罰 の図に つ い て分りやす い普遍的なもの に変えて い る こ

と､ 祐常に よる難の 巻の 構想が 『観音経』 と密接に関係する こ となど､ す
べ て確実な証明

と分析 により強 い説得力を獲得 して い るo

本論文 に は今後 の 考察にま つ べ き部分もない では ないが ､ 日本絵画 にお ける図様 の転用

に つ い て独創 的見解を~もたら し､ それ を実証 し､ 研究水準 をさらに高めたもの である｡

よ っ て本審査委員会は ､ 本論文が博士 ( 文学)･ の学位を授与す るにふ さわ しい もの と判

定 した｡




